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III早春三月の星座・
　夜も冷いなから何とはなしに温さの感じられるkEとなる．
　書が次第に長くなるので，日が暮れてすぐ見える三々は，
といそぐ。
日毎にめだって阜く西へ
　銀河は，冬の南天を飾ってみたオリオン大犬，双子をのせて，西へ西へと傾く・代
って東から昇って來るものは春の先騙者の獅子で，昨年の幕には針の様な流星雨を，
その口より吹き出してみた・純白な乙女座も可愛らしい，烏の円邊形も，つS“k・て霧
を分けて昇ってくる．
　北を振り反れば，北斗がはや高くrP天に力八って，水のしたN　1）は，まきを座の一
等星ア1クトウルスとなって輝）・てるる・
　何慮となくほの白い銀河の中にひたったカシオペヤのWが，冬がれのまま立ってる
る米立のrliへおちてゆく・
　ペルセウスや駁者，その南のプレヤヂスも，長）・族を諦へて，夜更けと共に次々と
西に浸し去る・
